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平成 2９年１２月２２日 

通巻 第７０号 

東京都教育庁指導部 

義務教育指導課     

授業改善や学習指導に関わる先進情報等の通信（メール・マガジン） 

Scrum  ―スクラム― 

★ 本メール・マガジンの配信を希望する方は、件名に「メール・マガジン配信希望」、本文に所属・

氏名を御入力いただき、S9000024@section.metro.tokyo.jp へメールを御送信ください。 

掲 載 内 容 

○ 平成 2９年度「児童・生徒の学力向上を図るための調査」の分析結果及び報告書の活用について 

○ 「平成 2９年度 中学生科学コンテスト」を実施しました 

○ 小学校英語における新学習指導要領に向けた「移行措置」が始まります 

 

 東京都教育委員会ホームページ内に「学び応援ページ」というコーナーがあるのを御存じですか？ 

「学び応援ページ」には、各学校が、指導内容や指導方法等の工夫を通して、授業の改善・充実を図る

ことを応援するための、様々な事例集や報告書等を掲載しています。是非、御覧いただき、参考にしてい

ただければと思います。なお、本通信のバックナンバーも、「学び応援ページ」に掲載しています。 

（東京都教育委員会ホームページアドレス 

http://www.kyoiku.metro.tokyo.jp/ ） 

「学び応援ページ」を御活用ください！ 
東京都教育委員会ホームページ・トップページ 

の下の方に、このリンク用バナーがあります！ 

 

 

    

 

今年の夏、OECD の JAPAN セミナーに参加しました。そこでは、日本の理科教育における成果
と課題として、次のことが示されました。 

 

 

 

 

また、東京都独自の学力調査の結果によると、理科が「よく分かる」「どちらかといえば分か
る」と肯定的な回答をした児童・生徒の理由として、小学校・中学校ともに「観察したり、実験
したりする授業が多いから」が最も多くなっています。 

小学校の新学習指導要領では、理科の目標が、「自然に親しみ、理科の見方・考え方を働かせ、
見通しをもって観察、実験を行うことなどを通して、自然の事物・現象についての問題を科学的
に解決するために必要な資質・能力を次のとおり育成することを目指す。」と示されています。
つまり、観察・実験は目的ではなく、資質・能力を育むための手だてであると言えます。 

よって、児童・生徒の資質・能力を育むためには、観察・実験の質の向上を図る等の授業改善
が重要となってきます。そこで、理科の授業について、観察・実験の頻度はもちろんのこと、「観
察・実験において、児童・生徒に様々な器具や薬品等を使用させているか」、「児童・生徒の考え
を生かした様々な方法で観察・実験を行わせているか」、「理科の学習内容と日常生活の事象とを
関連付けた指導を行っているか」、「科学への興味を喚起することにつながる情報を児童・生徒に
伝えているか」等の観点から見直してみてはいかがでしょうか。 

●●●●●理科の授業を見直してみましょう●●●●● 
教育庁指導部 主任指導主事 毛利 元一 

   

東京ベーシック・ドリルも 

掲載しています！ 

○発達の段階に応じて、子供たちが知的好奇心や探究心をもって、自然に親しみ、目的意識をも
った観察・実験を行うことが重要 

○PISA2015、TIMSS2015の結果から、「理科を学ぶことに対する関心・意欲や意義・有用性に対す
る認識」について改善傾向にあるが、諸外国と比べると肯定的な回答の割合が低い傾向 

○全国学力・学習状況調査の結果から、「観察・実験の結果などを整理・分析した上で、解釈・
考察し、説明すること」などに課題 

http://www.kyoiku.metro.tokyo.jp/buka/shidou/manabiouen_top.html
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平成 2９年度「児童・生徒の学力向上を図るための調査」報告書の活用について 

 
東京都教育委員会は、平成２９年７月６日（木）に小学校等第５学年及び中学校等第２学年を対

象に実施した「児童・生徒の学力向上を図るための調査」の結果を分析し、平成２９年１１月９日

（木）に公表しました。また、結果をまとめた報告書を都内小学校・中学校等に配布しました。 

今回は、結果の分析と報告書の活用について、紹介します。 

 

１ 結果の分析 

(1) 学力の定着が図られている問題例 

  

 

 

 

(2) 授業内容の理解度と分かる要因 

 

 

 

 

 

◎取組の方向性として、次の５点を挙げました。 

・結果報告会で課題と改善の方向を示すとともに、学校へ直接訪問して授業改善を支援します。 

・１時間の授業の中で児童・生徒が自身の思考過程を振り返る活動を促進し、思考力・判断力・

表現力の更なる充実を図ります。 

・グループ活動において自他のよさを認め合う学習活動を促進し、主体的に学習に取り組む態度

の育成を図ります。 

・「東京ベーシック・ドリルソフト」等の活用を促進し、知識・技能の確実な定着を図ります。 

・保護者向け「リーフレット」やメール・マガジン等による情報発信を推進し、学校と家庭との

連携の充実を図ります。 

◎以下のＵＲＬから詳細を確認することができます。 

http://www.kyoiku.metro.tokyo.jp/press/2017/pr171109a.html 

経年で変化を見ている問題につ

いては、全教科で改善が図られてい

ます。 

現行の学習指導要領が全面実施された平成２４年度と現在とを比較すると、 

・授業の内容が「分かる」と回答した生徒の割合は各教科とも増加傾向にあります。 

・授業の内容が分かる要因として、学習方法等に関する項目の割合が増加しています。 

平成 2９年度「児童・生徒の学力向上を図るための調査」の分析結果及び報告書の活用について 
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２ 報告書の活用 

(1) 学力調査の分析方法 

分析方法には、平均正答率、正答数分布、四分位、習得目標値未満の児童・生徒の割合、到達

目標値達成の児童・生徒の割合を、都と自校で比較することなどが考えられます。                        

                         

都の正答数分布を棒グラフで、自校の正答数

分布を折れ線グラフで表すことで、自校の課題

を明らかにすることができます。                         

また、都と自校の観点別平均正答率や個々の

問題の平均正答率を比較し、分析するとともに、

課題解決のための方策を考えます。 

 

 

 

 

 

(2)  課題解決のための方策 

教科のページでは、設問ごとの解答類型、誤答の要因の分析が掲載されています。自校で課題

となる設問では、どのようなところで児童・生徒がつまずくのかを考える際の参考にすることがで

きます。 

      中学校社会を例に考えてみましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

児童・生徒のつまずきを踏まえて授業の改善について検討する際には、【授業改善のポイント】

を参照することができます。ここでは、出題された問題を例に東京都全体の結果を踏まえた改善案

が書かれていますが、他の学年ではどのような指導が必要か、自校の児童・生徒の実態を踏まえる

とどのような指導が有効かを考えることが大切です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各教科に関する結果、児童・生徒質問紙調査のほかにも、学校質問紙調査の結果、全国

学力・学習状況調査の結果等も掲載しています。本報告書を学校でいつでも参照できる

場所に置き、是非、活用してください。 

日本の気候の特色の理由を正しく捉えられていない生徒が 47.0％もいるのか。
冬の季節風を日本海側の気候の特色の理由として捉えられていないからかな。 

明日の授業では、課題について「どうしてそう考えたのか」をノートにまとめさせ
よう。その後、お互いの考えを伝え合う際に、資料から読み取ったことを根拠にして
自分の考えを説明する学習活動を取り入れてみよう。 

中学校社会３(2)(報告書 109 ページ) 

正答 ア(正答率 53.0%) 

誤答の中で最も反応率が高いもの エ（25.2％） 

(誤答の要因の分析) 

 冬の季節風の特徴の理解が十分でなく、都市

の気候の様子を捉えることができなかったこと

によるものと考えられる。 
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今年度は、１７６チーム、５２０名の生徒が参加しました。１７６チームのうち、区市町村立

中学校等は１０３チーム、都立中学校及び中等教育学校は１９チーム、国立中学校及び中等教育

学校は１３チーム、私立中学校は４１チームでした。競技は、都立富士高等学校附属中学校と都

立立川国際中等教育学校の２校を会場として実施しました。 

当日は、筆記競技（７０分間）と実技競技（９０分間）を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
中学生科学コンテストは、生徒の理科・数学等に対する意欲・能力を更に伸ばし、科学好きの生徒

を更に増やすことを目的としています。今年度で５回目となりました。 

本コンテストは、国公私立を問わず都内の中学校等に在籍する生徒3名がチームを編成し、理科・

数学等の能力を競い合います。また、本コンテストで東京都知事賞を受賞した上位2チームは、東京

都代表として「科学の甲子園ジュニア全国大会」に参加することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

「平成 2９年度 中学生科学コンテスト」を実施しました 
 

東京都教育委員会では、小・中学校における理数教育の充実に向けて、様々な取組を実施しています。こ

こでは、「平成２９年度 中学生科学コンテスト」について紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

賞 ﾁｰﾑ番号 学校名 

東京都知事賞 85 豊島岡女子学園中学校 

159 筑波大学附属駒場中学校 

銀 賞 
＊ 筆記得点と実技得点の合計得点が第３位～第

５位のチーム 

56 お茶の水女子大学附属中学校 

58 東京学芸大学附属竹早中学校 

156 都立武蔵高等学校附属中学校 

銅 賞 
＊ 筆記得点と実技得点の合計得点が第６位～第

１０位のチーム 

8 江東区立第二南砂中学校 

45 都立小石川中等教育学校 

71 桜蔭中学校 

86 豊島岡女子学園中学校 

155 都立武蔵高等学校附属中学校 

優秀賞（筆記部門） 
＊ 東京都知事賞、銀賞、銅賞のチームを除いて筆

記得点が第１位～第３位のチーム 

78 宝仙学園中学校 

154 都立武蔵高等学校附属中学校 

157 筑波大学附属駒場中学校 

158 筑波大学附属駒場中学校 

優秀賞（実技部門） 
＊ 東京都知事賞、銀賞、銅賞のチームを除いて実

技得点が第１位～第３位のチーム 

42 江戸川区立葛西第三中学校 

83 立教池袋中学校 

151 都立南多摩中等教育学校 

今 年 度 の 概 要  

筆記競技では、理科・数学等の複数分野か

ら出題された課題を解決します。 

実技競技では、ものづくりの能力、コミュニ

ケーション能力等を用いて課題を解決します。 

中学生科学コンテストとは 

今 年 度 の 結 果 

＊ この表は、賞ごとに当日のチーム番号順に並べたものであり、合計得点の順ではありません。 

＊ 筆記得点と実技得点の合計得点が第１位と第２

位のチーム 
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本コンテストの実施に当たり、当日の係や生徒の引率など、各学校の先生方に大きな協力をいただ

いたことを改めて感謝申し上げます。ありがとうございました。 

中学生科学コンテストは来年度も実施する予定です。多くの中学生の皆さんの参加をお待ちしてい

ます。 

 

 

       

 

今年度、東京都知事賞を受賞した「豊島岡女子学園中学校」と「筑波大学附属駒場中学校」の６名

が、東京都代表チームとして「科学の甲子園ジュニア全国大会」に出場しました。平成２９年１２月

１日（金）から３日（日）まで、茨城県つくば市にあるつくば国際会議場において、各道府県の代表

チームと競い合い、総合成績で優勝しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参 加 者 の 感 想 

[参加者アンケートの結果］ 

表 彰 式 

平成２９年１１月２６日（日）に、東京ビ

ッグサイトにて表彰式を行いました。 

表彰式は、「科学の祭典」として、科学の甲

子園東京都予選表彰式（高校生）、東京都小学

生科学展表彰式（小学生）、理数研究校等によ

るポスター発表・口頭発表（高校生）と合わ

せて行いました。       

 

全 国 大 会 の 結 果 

参加した生徒の８割以上が、「科学に対する

興味・関心が高くなった」と回答しています。 

中学生科学コンテストに参加して、「科学

に関係する職業につきたい」と思う生徒の割

合が増えました。 

○ いろいろな学校の生徒と競い合い、自分のもっている力を試すことができたことが、よ

い経験になりました。また、自分の知らない問題もたくさんあり、科学に対する興味・関

心が更に高まりました。 

○ 友達と協力して問題を解けるというところがよいと思います。チームで話し合いながら、

それぞれの個性を生かして問題に取り組みました。問題が解けたときには達成感がありま

した。 

○ 実技競技は、あっという間の 90分間でした。昨年は、計測がうまくいきませんでした

が、今年は結果を出すことができました。目的を達成するために、解決方法を見直したり、

データの信ぴょう性を高めたりすることの大切さを改めて感じました。 
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平成３２年度の小学校における新学習指導要領では、小学校３・４年生に外国語活動が年間３５

時間、５・６年生に外国語科が年間７０時間位置付けられ、平成３０年度・３１年度には移行措置

が実施されます。東京都では、新学習指導要領の円滑な実施に向けた区市町村教育委員会における

取組の支援として、「英語教育推進地域事業」を平成２８年度から２年間行ってきました。 

 

 

本事業では、主に以下の２点の取組を推進してきました。 

○ 本事業対象地区への「英語教育推進リーダー」の配置 

  ※ 平成２９年度は、４３区市町村に合計７６名の英語教育推進リーダーを配置しています。 

○ 指定された 10 の推進地域でのテーマに沿った取組等を通じた、指導体制や学習環境の強化 

及び授業改善 

 

 

「英語教育推進リーダー」は、地区内にお 

いて、模範授業の公開や各小学校への巡回に 

よる授業への助言等を行い、小学校教員の指 

導力・英語力の向上を図ります。 

英語教育推進リーダー自身の指導力・英語 

力は、東京都教育委員会が主催する外国語 

（英語）科教員等海外派遣研修及びオンライ 

ン英会話研修などを通して高めていきます。 

 

「英語教育推進地域」の取組などをまとめ、下記のとおり「英語教育推進地域事業成果報告会」

を実施し、都内公立小学校等にその成果を提供していきます。 
  
                     記 

１ 日 時：平成３０年２月２１日（水） 午後１時１５分開会（予定） 

 ２ 場 所：教職員研修センター（１１１研修室 及び １２１研修室） 

 ３ 参加者：各区市町村から参加を希望する教員等、英語教育推進リーダー 

       区市町村教育委員会外国語担当指導主事 

        ※ 参加を御希望の先生は、管理職を通じて区市町村教育委員会にお問合せください。 

 ４ 内 容：英語教育推進地域（１０地区）の取組について発表します。 

    〈各地区の取組内容〉 

【目 黒 区】「CAN-DO リスト（学習到達目標）の作成の手引き」の作成及びカリキュラム開発 

【世 田 谷 区】外部人材の効果的な活用に関する研究（外部人材活用ハンドブックの作成） 

【荒 川 区】モジュール型授業のための教材開発及びインターネットを使った海外の学校との交流授業 

【町 田 市】３・４学年を対象とした絵本を活用したカリキュラム開発 

【日 野 市】ALT の拡大配置及び効果的な活用に関する研究 

【東 村 山 市】ICT の効果的な活用に関する研究 

【福 生 市】「効果的な指導を行うためのガイドライン」の作成 

【羽 村 市】外部人材の効果的な活用に関する研究（コーディネーターの活用） 

【あきる野市】外部人材の効果的な活用に関する研究（地域支援員の活用） 

【西 東 京 市】パフォーマンステスト（スピーキングテスト）の作成 

   ※ 「英語教育推進地域事業成果報告会」にて配布する「英語教育推進地域事業報告書」は、後日、 

都内全公立小学校に配布する予定です。 

英語教育推進地域事業とは 
 

 小学校英語における新学習指導要領に向けた「移行措置」が始まります 

英語教育推進リーダー（都独自）とは 
 

英語教育推進リーダーの各地区における活動 

 


